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令和２年度当初予算【福島を未来へつなぐ復興・創生予算】
総額 １兆４，４１８億３，６００万円
（うち復興・創生分 ５，０４３億１，９００万円）

令和２年度５月(１号)補正予算（令和２年５月５日議決）
総額 ５８５億４，８００万円
〔概要〕入院病床や軽症者等受入れ施設の確保 など

平成２２年度５号補正予算～令和２年度１３号補正予算までの総額 １８兆 １０８億円

令和２年度２号補正予算（令和２年５月１３日専決）
総額 ３０億２，２００万円
〔概要〕休業要請等協力事業者への感染症拡大防止支援金 など

うち新型コロナ感染症対応分 １，４９７億円 （令和元年度 ： ７億円、令和２年度 ： １，４９０億円）

うち東日本台風等災害対応分 １，６０９億円 （令和元年度 ： １，２５１億円、令和２年度 ： ３５８億円）

うち復興・創生分

これまでの主な復興・創生事業（予算額累計）

１兆５，４８３億円

除染対策（除去土壌搬出）支援

３兆 ２８２億円

復興関連基金への積立

２兆９，６７５億円
その他（災害救助、企業支援 等）

１兆５，１５３億円

公共事業（復興公営住宅整備除く）

９兆 ５９２億円 （総額に占める割合 ： ５０％）

令和２年度６月(３号)補正予算（令和２年７月８日議決）
総額 ３３５億 ９００万円
〔概要〕医療従事者等を支えるための慰労金や手当金 など

令和２年度４号補正予算（令和２年７月２２日専決）
総額 ２０９億２，８００万円
〔概要〕中小企業等に対する融資枠の拡大 など

令和２年度９月(５号)補正予算（令和２年１０月７日議決）
総額 １４７億７，８００万円
〔概要〕介護サービスにおける感染防止対策への支援 など

令和２年度予算総額 １兆５，１５２億円
令和２年度１２月(６号)補正予算（令和２年１２月１７日議決）
総額 １４３億４，１００万円
〔概要〕医療従事者等を支えるための慰労金や手当金 など

令和２年度９号補正予算（令和３年１月１４日専決）
総額 ８７億７，３００万円
〔概要〕営業時間短縮要請協力事業者への協力金 など

令和２年度１２月追加(７号)補正予算（令和２年１２月１７日議決）
総額 △６億６，０００万円
〔概要〕県人事委員会勧告等に基づく期末手当の引下げ

令和２年度８号補正予算（令和３年１月４日専決）
総額 １０億９，３００万円
〔概要〕営業時間短縮要請協力事業者（福島市）への協力金 など

令和２年度１０号補正予算（令和３年２月５日専決）
総額 ５４億２，８００万円
〔概要〕営業時間短縮要請協力事業者への協力金 など

令和２年度１１号補正予算（令和３年３月８日議決）
総額 △９０７億５，５００万円
〔概要〕感染拡大に備えた入院病床の確保 など

令和２年度２月追加（１２号）補正予算（令和３年３月１９日議決）
総額 ５７億６，０００万円
〔概要〕中小企業等の事業継続に向けた施設復旧や資金繰り支援 など

令和２年度１３号補正予算（令和３年３月３１日専決）
総額 △１４億 ２００万円

１ 令和２年度予算の概要
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歳 入

２ 令和３年度当初予算の概要

◎ 令和３年度当初予算 「新しいふくしま創生予算」
総額 １兆２，５８５億円（うち復興・創生分 ２，５８５億円）

喫緊の課題である新型コロナウイルス感染症対策に総力を挙げて取り組むとともに、令和元年東日本台風等災害か

らの復旧と防災力強化を切れ目なく進め、新たな課題にも適切に対応しながら、複合災害からの復興と福島ならでは
の地方創生を着実に進めるための予算として編成。

歳 出
※対前年度当初△１，８３３億円 △１２．７％
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令和２年度当初予算
１兆４，４１８億円

復
興
・
創
生
分

通

常

分

令和３年度当初予算
１兆２，５８５億円

9,375
億円

5,043
億円

1兆円

2,585
億円

公共事業 １,911億円

除染関連事業 １,020億円

その他事業 2,112億円

東日本台風等災害対応事業 588億円

その他事業 8,788億円

除染関連事業 360億円

公共事業 404億円

その他事業 8,960億円

その他事業 1,822億円

東日本台風等災害対応事業
139億円

新型コロナ対応事業 901億円

▲1,833億円

○相馬福島道路の完成や復興
再生道路整備の進捗などに
よる公共事業費の減

▲1,507億円

○除去土壌の端末輸送の進捗
による除染関連事業費の減

▲661億円

復興・創生分 ▲2,458億円

○東日本台風等災害からの
復旧事業の進捗による減

▲448億円

○新型コロナ対応事業費の増
＋901億円

※復興・創生分と合わせて＋912億円

○防災力の強化に対応する
事業費などの増

＋207億円

通常分 ＋625億円

（注） 表示単位未満の端数については、記載区分毎に四捨五入しています。

３ 令和３年度当初予算の前年度比較について
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４ 財源不足への対応（令和３年度当初予算編成時）

◆ 新型コロナウイルスへの対応や複合災害からの復興など、多様かつ膨大な財政需要等に
より、巨額の財源不足が発生

◆ あらゆる方策を講じて財源を捻出しながら予算を編成

（１）財源不足額

（２）財源確保の状況

○ 令和３年度当初 ６７８億円

① 歳入確保 ７３億円
・ 特定目的基金の活用（１３億円）や県債の更なる活用（４５億円）など

② 歳出抑制 △１６億円

・ 新型感染症の影響を踏まえた事務事業の見直しなどによる徹底した歳出削減

③ 主要基金の取崩し ２６０億円

① 歳入確保 ３２９億円

・ 原子力災害等復興基金の活用（３２８億円）や資金手当債の活用（１億円）

通常分

復興・創生分

４



５ 今後の課題

今後の取組

◆ 復興のステージが進むにつれて生じる新たな課題等に柔軟に対応できるよう、国に対して本県の現状を丁寧に説明
しながら、着実に復興を進めるための財源確保に努める。

今後の取組

◆ 財政の健全性を確保しながら、各種県債・基金の有効活用に加え、業務執行方法の改善などによる内部
管理経費の節減や事業のｽｸﾗｯﾌﾟ･ｱﾝﾄﾞ･ﾋﾞﾙﾄﾞの徹底等により歳出の精査に努める。

◆ 復興の進捗により生じる新たな課題等へ柔軟に対応するため、安定的な財源確保が必要。
◆国から示された第２期復興・創生期間における国の財源フレームを踏まえ、毎年度、具体的な施策を行うための
予算を確実に確保していく必要がある。

今後の課題

復興・創生分

通常事業分

５

◆ インフラ施設の防災力強化や社会保障の充実など、県民の安全・安心の確保に向けた取組を更に推進する必要
がある。
◆ 新型コロナウイルス感染症への対応、令和元年東日本台風等災害や福島県沖地震からの復旧・復興など、広範
かつ膨大な財政需要へ適時適切に対応するため、安定的な財源確保が必要。

今後の課題


